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研究成果の概要（和文）：表示規則とは、どのような場面でどのように情動を表出すべきかといった情動表出に
関するルールのことである。本研究では、言語表出の調整という側面に着目し、多様な場面を含む言語的な表示
規則の発達過程を検討することを目的とした。定型発達および自閉症スペクトラム障害（ASD）のある児童を対
象に課題を実施し、児童期において年齢が上がるにつれて内心と発言の一致率が低くなること、ASDのある児童
も言語表出をより適切に調整していることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Display rules are rules concerning emotion expression such as in what scene 
and how to express emotion. In this research, focused on aspects of language expression regulation, 
and aimed to examine the developmental process of verbal display rules in various scenes. Tasks were
 conducted for typically developing children and children with autism spectrum disorder (ASD). The 
result shows that the concordance rate between inner emotion and statements decreased with age in 
childhood, and children with ASD also express statements by appropriately adjusting it.
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１．研究開始当初の背景 

表示規則とは、どのような場面でどのよう
に情動を表出すべきかといった情動表出に
関するルールのことである（Ekman & 

Friesen, 1969）。これまでの研究では、主に
表情などの非言語的な表出の調整に焦点が
あてられてきたが、近年、言語的な表出の調
整という側面に着目した研究が行われてい
る。例えば、「悪意なく述べられる真実でな
い発言（Bok, 1978）」である「儀礼的なうそ
（white lie）」の発達に関する研究を概観す
ると、子どもは 3 歳頃から儀礼的なうそをつ
くようになり、11 歳頃まで儀礼的なうそをつ
く割合がふえていくことが示されている（田
村, 2012）。このように、言語的な表示規則は
およそ児童期頃までに獲得されると考えら
れるが、これまでの研究では儀礼的なうそな
ど限られた場面を扱っているという限界が
あった。 

また、自閉症スペクトラム障害のある児童
（ASD 児）は表示規則を理解しているものの、
定型発達児（TD 児）に比べて使用が不適切
で（Barbaro & Dissanayake, 2007）、その相
互対人的機能を十分には理解していない
（Begeer, et al., 2011）ことなどが指摘され
ていたが、これらの研究は非言語的な表示規
則を扱ったものであり、言語的な表示規則に
ついては検討が行われていなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究では、多様な場面を含む言語的な表
示規則の発達過程を検討することを第１の
目的とした。また、ASD 児における言語的な
表示規則の使用について検討することを第
２の目的とした。 

 

３．研究の方法 

多様な場面における言語的な表示規則の
発達過程を検討するため、P-F スタディを修
正した課題を作成した。P-F スタディは、絵
画を用いた場面構成で、フラストレーション
時における対人的発話を調べ、その反応を分
析し、攻撃性の方向と型からその人の性格を
診断する質問紙形式のテストである（林 , 

2007）。P-F スタディはもともと対人場面を
扱っていることや、回答が発話を求めている
ので言語表出行為を検討するのに適してい
るといえる。また、投影法であるため子ども
が社会的に望ましい反応をみせようとせず、
本心からの反応を得ることができることか
らも、本研究に適していると考えた。 

具体的には、P-F スタディ児童用日本版第
Ⅲ版（三京房）の図版に人物の内心を表す吹
き出しを加え（図 1 参照）、内心と発言をそ
れぞれ回答してもらうという課題を作成し
た。 

 

(1) 成人を対象とした検討 

まず、作成した課題の妥当性を検討するた
め、大学生 85 名を対象に予備調査を実施し 

 

た。質問紙で課題を提示し、内心と発言をそ
れぞれ自由に記述してもらった。さらに、成
人がどのような場面でどのように言語表出
を調整するのかを探索的に検討するため、マ
クロミル社のモニターとして事前に登録し
ている 20代から 60代の成人 120名を対象に、
インターネットを通して課題を実施した。 

 

(2) TD 児を対象とした検討 

言語的な表示規則の発達的変化を横断的
に検討するため、小学 1～6 年生の TD 児 21

名を対象に、1 人ずつ個別に課題を実施した。
まず、P-F スタディの元の図版 24 場面を 1

つずつ PC モニターに提示し、実験者が左側
の人物の発言を読み上げた後、右側の人物が
何と言うか（発言条件）を口頭で回答しても
らった。24 場面の回答終了後、右側の人物の
内心を表す吹き出しを加えた図版を 1つずつ
PC モニターに提示し、実験者が左側の人物
の発言を読み上げた後、右側の人物が心の中
でどう思っているか（内心条件）を口頭で回
答してもらった。回答はすべて IC レコーダ
ーで録音し、後から書き起こした。 

 

(3) ASD 児を対象とした検討 

 ASD 児の言語的な表示規則の使用の特徴
を明らかにするため、小学 2～6 年生の ASD

児 15 名対象に、1 人ずつ個別に課題を実施し
た。TD 児と同様の手続きで、PC モニターで
図版を呈示し、口頭で回答してもらった。回
答はすべて実験者がその場で記録用紙に記
入した。 

 
４．研究成果 
 内心と発言それぞれの回答はすべて、林
（2007）の手引きに基づき分類した。 

 

(1) 大学生を対象とした予備調査の結果、
P-F スタディで用いられている場面では内
心をそのまま言語表出することは少なく、全
体的に言語表出が調整されやすい場面であ
るということが示唆された。したがって、言
語的な表示規則を検討するための課題とし
て、P-F スタディを修正した課題の妥当性が
示されたといえる。 

 また、20 代から 60 代までの成人を対象と
したインターネット調査の結果、他者に対す
る不満、敵意、欲求などを抑制し、道具的に
謝罪したり許容したりするような反応が多
くみられることが明らかになった。さらに、



フラストレーションの原因が自己にあるか
どうかや、発言相手が大人か子どもかといっ
た要因によって言語的な表示規則の使用頻
度に違いはみられなかった。言語的な表示規
則の使用には、発言相手やフラストレーショ
ンの原因以外の要因が影響している可能性
が示唆された。 
 
(2) TD 児の回答について、フラストレーシ
ョン場面でどの程度一般的な反応をするか
をみるための指標である GCR（Group 

Conformity Rating）（%）の平均値を条件ご
とに算出したところ、発言条件で 52.5±15.4、
内心条件で 30.8±13.8 で、発言条件の方が有
意に高かった（t (18) = 7.51, p < .001）。この
ことから、TD 児はフラストレーション場面
において内心をそのまま表出するのではな
く、言語表出をより適切に調整していること
が示唆された。また、発言条件と内心条件の
反応が不一致だったものを言語的な表示規
則を使用したとみなし、不一致率と年齢との
関連を検討した結果、年齢が上がるにつれて
内心と発言の一致率が低くなることが明ら
かになった（r =－.52, p = .02）。このことか
ら、児童期において、多様な場面における言
語的な表示規則の使用が多くなることが示
唆された。 

 

(3) ASD 児の回答についても同様に GCR

（%）の平均値を条件ごとに算出したところ、
発言条件で 49.8±15.4、内心条件で 24.8±
10.4 で、発言条件の方が有意に高かった（t 
(11) = 5.27, p < .001）。このことから、ASD

児はフラストレーション場面において内心
をそのまま表出するのではなく、言語表出を
より適切に調整していることが示唆された。
また、表示規則を使用した場面における反応
をみると、内心で言い訳をしながら素直に謝
罪する反応や、内心では不満に思いながらも
相手を許容する発言などがみられた。これは
成人や TD 児を対象とした結果と同様の反応
パターンであり、非言語的な表示規則と直接
比較した結果ではないものの、ASD 児は言語
的な表示規則の方がより学習しやすい可能
性があると考えられる。 
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